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今週のプログラム 

（２０１８年６月２１日 第９３２回例会） 

 

卓話 「二人の父親」 

 

柳原 健治会員 

次週のプログラム 

（２０１８年６月２８日 第９３３回例会） 

 

本年度最終例会 

「会長・幹事挨拶」 

「優良出席者報告」 

第９３１回例会 （２０１８年６月９日）の記録 

「20周年記念式典」会長挨拶 

水本 徹会長 

只今、ご紹介頂きました水本 徹でございます。 

本日は、大変お忙しい中、千里メイプル RC創立 20周年記念式典に片山勉ガバナーをはじめ、かくも

多くの皆様にご参集賜り、クラブを代表しまして厚く御礼申し上げます。千里メイプル RCは 1998年

６月 13日千里 RCをスポンサークラブとして、また吉村輝久雄様・近藤雅臣様・井上暎夫様の多大な

ご尽力によって誕生したと先輩方よりお聞きしております。 

さて、当クラブは現在、会員数 20 名と国際ロータリー第 2660 地区においても、とても小さなクラブ

のひとつではありますが、決して大きなクラブにも負けない団結力で現地のニーズに的確に応える事

をモットーに奉仕活動を行って参りました。中でも国際奉仕活動では「ラオスにおける保健衛生支援」

として、後程ご講演頂きます山本加奈子先生とともに子供達への駆虫薬投与から始まりトイレ設置支

援・そしてこれからは教育支援も行って参る予定です。社会奉仕活動では本日も多くの会員の皆様がお

出で頂いております福島 21RCと姉妹クラブになるきっかけにもなりました「東日本大震災復興支援」

として、里親制度・除染活動などの支援を行って参りました。また、国際交流・青少年活動では毎年 11

月に「留学生との交流会」として、関西大学から多くの留学生を招いて交流を続けており、米山奨学生

につきましては、この 20年間で 13年 12名の奨学生のお世話をさせて頂いております。 

ただ、現在当クラブの最重要課題はやはり「増強」になるのですが、私が入会間もない頃、近藤雅臣様

の講演をお聞きする機会がありその講演のなか「会員増強については、決して焦ってハードルを下げて

はいけない。ハードルを下げて入会者が増えたとしても、ハードルが下がった分より多くの退会者が出

る危険性がある。」とのお言葉が今でも心に残っており、これからも焦ることなくじっくりと素晴らし

い会員の増強に努めて参りたいと思っております。 

最後に、本日の記念式典は会員全員で企画して参りました。どうか最後まで存分に楽しんで頂きますよ

うお願い申し上げましてご挨拶とさせて頂きます。 



 
＜お客様＞ 創立 20周年記念式典プログラム参照 

＜出席報告＞     岸上 和典出席担当 

 

会員数（内出席免除会員 1名）     20名 

本日の出席者数（内免除会員 1名）   22名 

       （内名誉会員 2名） 

本日の出席率              100% 

前々回(５月３１日)の修正出席率   78.95% 

＜ロータリーソング＞       全会員 

♪君が代♪ 

♪奉仕の理想♪ 

 

 

＜創立２０周年記念式典＞                             全会員 

２０周年記念式典、大成功に終わりました。 

   

   

   

   

皆様お疲れ様でした！                          文責 木下 健治 

 


